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自
然
科
学
研
究
所
（
吉
田

治
弘
所
長
）
の
第
18
回
公
開

講
演
会
が
12
月
12
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

「
緑
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
〜

用
と
美
〜
」と
題
し
、森
林
の

働
き
と
景
観
の
見
方
の
両
面

か
ら
自
然
の
姿
に
迫
っ
た
。

　
森
林
科
学
が
専
門
の
岡
田

穣
商
学
部
准
教
授
と
、
造
園

学
が
専
門
の
小
林
昭
裕
経
済

学
部
教
授
が
講
演
。
岡
田
准

教
授
は「
緑
と
の
共
生
」
を
テ

ー
マ
に
森
林
が
持
つ
多
彩
な

機
能
に
つ
い
て
解
説
。
そ
の

な
か
で
海
岸
の
潮
風
の
も
と

で
成
立
し
て
い
る
海
岸
林
に

着
目
し
た
。
海
岸
特
有
の
災

害
を
防
ぐ
保
安
林
と
し
て
の

は
た
ら
き
が
あ
り
、
特
に
津

波
減
殺
効
果
で
は
東
日
本
大

震
災
で
も
津
波
の
勢
い
を
減

少
さ
せ
た
と
説
明
し
た
。

「
森
林
は
生
き
物
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
持
ち
、
そ
の
な

か
で
も
里
山
林
（
人
工
林
）

に
つ
い
て
は
適
切
な
管
理
が

必
要
。『
木
を
伐き

っ
て
も
森
は

伐
る
な
』
と
の
認
識
を
持
っ

て
、
森
林
と
共
生
す
る
こ
と

が
大
事
」
と
説
い
た
。

　
小
林
教
授
は
「
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
〜
真
・
善
・
美
〜
」

と
題
し
て
講
演
。
写
真
の
よ

う
な
眺
め
や
、
視
点
の
移
動

に
よ
っ
て
変
化
す
る
シ
ー
ン

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
景
観
の

見
え
方
を
提
示
し
た
。「
時

間
や
空
間
の
大
き
な
ス
ケ
ー

ル
の
中
で
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

を
見
る
座
標
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
し
た
う
え
で
、

「
記
憶
や
経
験
と
い
う
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
し
て
捉
え
て
い

る
景
観
も
あ
り
、
見
る
人
に

よ
っ
て
見
方
が
変
わ
る
。
私

た
ち
は
ど
う
い
っ
た
形
で
景

観
を
残
す
の
か
、
美
し
い
と

か
よ
い
も
の
と
か
、
評
価
を

考
え
な
が
ら
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
を
保
全
・
創
出
す
る
こ
と

が
大
切
に
な
る
」と
述
べ
た
。

大
矢
根
ゼ
ミ
が 

パ
ネ
ル
を
展
示 

 

多
摩
区
防
災
フ
ェ
ア

　
12
月
９
日
、
川
崎
市
多
摩

区
役
所
で
催
さ
れ
た
多
摩
区

防
災
フ
ェ
ア
（
多
摩
区
自
主

防
災
組
織
連
絡
協
議
会
主

催
）
に
専
修
大
学
が
出
展
。

人
間
科
学
部
の
大
矢
根
淳
ゼ

ミ
が
阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど

の
研
究
展
示
を
行
っ
た
。

　
防
災
フ
ェ
ア
は
住
民
の
防

災
意
識
を
高
め
、
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今

年
は
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

20
年
と
い
う
節
目
。
本
学
の

ほ
か
14
団
体
が
参
加
。
神
戸

市
職
員
に
よ
る
講
演
会
な
ど

も
開
か
れ
、
地
域
住
民
な
ど

約
７
０
０
人
が
来
場
し
た
。

　
大
矢
根
教
授
と
ゼ
ミ
生
の

金
丸
隆
史
さ
ん
（
４
年
次
）、

畑
中
建
佑
さ
ん
（
３
年
次
）

は
本
学
庶
務
課
職
員
ら
と
と

も
に
前
日
か
ら
展
示
作
業
に

汗
を
流
し
た
。

　
大
矢
根
ゼ
ミ
は
災
害
社
会

学
を
専
門
に
長
期
的
な
被
災

地
復
興
研
究
に
取
り
組
む
。

２
０
１
３
年
同
ゼ
ミ
卒
業
生

に
よ
る
卒
論
の
要
旨
や
、
昨

年
６
月
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
取
り
壊
し
予
定

施
設
で
の
火
災
を
想
定
し
た

破
壊
消
防
訓
練
の
模
様
な
ど

を
パ
ネ
ル
展
示
し
た
。

　
中
で
も
注
目
を
集
め
た
の

は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡

路
大
震
災
後
の
神
戸
市
長
田

区
の
写
真
の
展
示
。
同
教
授

の
研
究
仲
間
で
あ
る
金
原
雅

彦
さ
ん
が
、
震
災
か
ら
毎
年

の
よ
う
に
19
地
域
を
定
点
撮

影
し
た
貴
重
な
も
の
。
写
真

は
１
１
４
枚
に
の
ぼ
り
、
熱

心
に
見
入
る
多
く
の
来
場
者

が
い
た
。

　
「
震
災
発
生
５
年
目
ご
ろ

か
ら
よ
う
や
く
復
興
に
向
け

て
街
並
み
が
変
わ
っ
て
い

く
。
記
録
す
る
こ
と
の
大
切

さ
が
１
枚
１
枚
に
こ
め
ら
れ

て
い
る
」
と
大
矢
根
教
授
は

話
す
。
当
日
は
石
巻
専
修
大

学
か
ら
も
若
月
昇
名
誉
教
授

が
研
究
・
開
発
し
た
ラ
ン
ド

セ
ル
型
の
電
源
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
モ
バ
イ
ル
コ
ン
セ
ン

ト
」
が
紹
介
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｐ
Ａ
ス
コ
ア
で 

成
績
優
秀
者
表
彰

　
商
学
部
で
は
、
２
０
１
５

年
度
入
学
者
か
ら
正
式
に
導

入
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ａ
（Grade 

Point 
Average

）
に
基
づ

く
学
業
成
績
評
価
法
を
活
用

し
た
デ
ィ
ー
ン
ズ
・
リ
ス
ト

（Dean's 
List

成
績
優

秀
者
表
彰
制
度
）
を
開
始
し

た
。

　
一
部
学
生
を
対
象
に
、
優

れ
た
Ｇ
Ｐ
Ａ
ス
コ
ア
を
獲
得

し
た
学
生
を
学
部
と
し
て
表

彰
す
る
も
の
で
、
欧
米
の
大

学
で
は
広
く
普
及
し
て
い

る
。
同
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
学
生
の
学
修
意
欲
向
上

と
就
職
活
動
支
援
、
さ
ら
に

欧
米
大
学
院
な
ど
へ
の
進
学

を
希
望
す
る
卒
業
生
に
対
す

る
支
援
が
強
化
さ
れ
る
。

　
表
彰
は
学
期
ご
と
で
、
対

象
期
間
は
１
年
次
前
期
か
ら

４
年
次
前
期
ま
で
。

　
表
彰
基
準
は
▽
１
年
次

各
学
期
あ
た
り
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
上

位
５
％
以
内
。
最
低
修
得
単

位
10
単
位
▽
２
・
３
年
次

各
学
期
あ
た
り
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
３

・
５
以
上
。
最
低
修
得
単
位

10
単
位
▽
４
年
次

通
算
の

Ｇ
Ｐ
Ａ
３
・
５
以
上
。
最
低

修
得
単
位
４
単
位
。
表
彰
者

は
掲
示
板
な
ど
で
学
籍
番
号

の
み
掲
示
さ
れ
、
希
望
者
に

は
証
明
書
を
交
付
す
る
予

定
。

　
今
年
度
は
２
０
１
５
年
度

入
学
者
を
対
象
に
前
期
の
成

績
に
基
づ
き
、
後
期
か
ら
表

彰
を
開
始
。
来
年
度
以
降
も

順
次
実
施
さ
れ
る
。

※
Ｇ
Ｐ
Ａ
と
は
、
各
科
目
の

成
績
か
ら
特
定
の
方
式
に
よ

っ
て
算
出
さ
れ
た
学
生
の
成

績
評
価
値
、
ま
た
は
そ
の
成

績
評
価
方
式
。

▲　景観の見え方の具体例を示す小林教授

▲　森林との共生について語る岡田准教授

自
然
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会

森
林
の
働
き
と

景
観
の
見
え
方

　
冤え

ん

罪ざ
い

問
題
や
死
刑
制
度
の

廃
止
に
取
り
組
む
今
村
法
律

研
究
室
（
松
岡
啓
祐
室
長
）

が
12
月
12
日
、「
名
張
毒
ブ

ド
ウ
酒
事
件
」
を
考
え
る
映

画
の
上
映
と
講
演
会
を
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
い
た
。

　
無
実
を
訴
え
第
９
次
の
再

▲　再審に向けた活動を語った

野嶋弁護士

審
請
求
中
だ
っ
た
奥
西
勝
元

死
刑
囚
は
、
10
月
４
日
に
89

歳
で
死
去
。
司
会
の
矢
澤
曻

治
法
科
大
学
院
教
授
の
呼
び

か
け
で
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら

れ
、
事
件
の
あ
ら
ま
し
と
獄

中
で
の
半
生
を
描
い
た
映

画
『
約
束
』（
仲
代
達
也
主

演
）
が
上
映
さ
れ
た
。

　
事
件
は
１
９
６
１
年
３
月

に
三
重
県
名
張
市
で
発
生
。

集
落
の
懇
親
会
で
農
薬
入
り

の
ブ
ド
ウ
酒
を
飲
ん
だ
女
性

17
人
が
倒
れ
、
奥
西
さ
ん
の

妻
を
含
む
５
人
が
死
亡
し

た
。
会
場
に
ブ
ド
ウ
酒
を
運

ん
だ
奥
西
さ
ん
が
疑
わ
れ
、

連
日
の
厳
し
い
取
り
調
べ
の

末
「
三
角
関
係
を
清
算
す
る

た
め
に
や
っ
た
」
と
自
白

し
、
逮
捕
さ
れ
た
。

　
後
に
否
認
に
転
じ
、
一
審

は
無
罪
。
二
審
で
は
一
転
し

て
死
刑
と
な
り
、
72
年
に
最

高
裁
で
死
刑
が
確
定
。
奥
西

さ
ん
は
確
定
死
刑
囚
と
し
て

43
年
間
収
容
さ
れ
た
。
そ
の

間
、
２
０
０
５
年
の
第
７
次

再
審
請
求
で
い
っ
た
ん
は
再

審
開
始
が
決
定
さ
れ
た
が
、

検
察
の
異
議
申
し
立
て
が
認

め
ら
れ
て
取
り
消
さ
れ
た
。

　
奥
西
勝
弁
護
団
の
野
嶋
真

人
弁
護
士
は
「
不
条
理
な
生

涯
で
無
念
だ
っ
た
ろ
う
が
、

奥
西
さ
ん
の
死
に
顔
は
『
裁

判
を
頑
張
っ
て
』
と
弁
護
団

を
励
ま
す
よ
う
に
安
ら
か
だ

っ
た
」と
紹
介
。
奥
西
さ
ん
の

妹
が
遺
志
を
継
ぎ
、
第
10
次

再
審
請
求
を
申
し
立
て
た
こ

と
を
報
告
し
、
過
去
の
再
審

請
求
の
争
点
を
解
説
し
た
。

　
今
回
の
注
目
点
と
な
る
の

が
、
ブ
ド
ウ
酒
瓶
の
封
か
ん

紙
。
野
嶋
弁
護
士
は
「
裏
面

に
犯
人
が
糊の

り

付
け
し
た
痕
跡

ら
し
き
も
の
が
あ
る
。
製
造

出
荷
時
の
糊
と
は
別
物
と
証

明
で
き
れ
ば
、
新
証
拠
に
な

る
」
と
説
明
。
非
破
壊
検
査

の
機
器
を
裁
判
所
に
持
ち
込

み
、
復
元
し
た
封
か
ん
紙
で

予
備
実
験
を
し
た
う
え
で
、

証
拠
品
の
封
か
ん
紙
の
検
査

を
実
現
さ
せ
る
方
向
で
活
動

し
て
い
る
と
語
っ
た
。

奥西勝さん死去後第10次再審請求

「名張毒ブドウ酒事件」を考える

▲　台湾の村上人気を紹介した曾教授

▲　村上文学と翻訳について語った川村氏

　
村
上
春
樹
は
な
ぜ
世
界
で
読
ま
れ
る
の
か
。
公
開
講
演
会
「
越
境
す

る
村
上
春
樹
」（
人
文
科
学
研
究
所

鈴
木
泰
所
長
）
が
12
月
12
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
台
湾
の
淡
江
大
学
（
新
北

市
）
に
誕
生
し
た
「
村
上
春
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
」
主
任
の
曾
秋
桂
教
授

（
日
本
文
学
）
と
、
現
代
文
学
へ
の
鋭
い
批
評
で
知
ら
れ
る
川
村
湊
氏

（
文
芸
評
論
家
・
法
政
大
学
教
授
）。
学
生
や
市
民
な
ど
１
５
０
人
が

聴
講
し
た
。

台
湾
で
小
確
幸
現
象

　
曾
教
授
は
台
湾
の
歴
史
を

語
り
、
日
本
の
統
治
に
よ
っ

て
台
湾
の
言
葉
と
な
っ
た
日

本
語
な
ど
か
ら
台
湾
と
日
本

の
密
接
な
関
係
を
挙
げ
、
台

湾
に
お
け
る
村
上
人
気
の
一

例
と
し
て
「
小
確
幸
」
現
象

を
紹
介
し
た
。

　
小
確
幸
は
村
上
氏
の
エ
ッ

セ
ー
『
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島

の
午
後
』
な
ど
に
出
て
く
る

造
語
で
、
小
さ
い
け
れ
ど
確

か
な
幸
福
を
意
味
す
る
。

　
最
近
台
湾
で
は
メ
デ
ィ
ア

や
広
告
に
登
場
し
、「
小
確

幸
」
を
店
名
に
す
る
喫
茶
店

や
ホ
テ
ル
、
整
形
ク
リ
ニ
ッ

ク
も
あ
る
ほ
ど
だ
。

　
村
上
氏
の
言
う
小
確
幸
は

激
し
い
運
動
を
し
た
後
に
ビ

ー
ル
を
飲
む
喜
び
の
よ
う
に

自
己
規
制
が
伴
う
が
、
翻
訳

抜
き
で
入
っ
て
き
た
台
湾
で

は
日
常
の
言
葉
と
し
て
頻
繁

に
使
わ
れ
る
。
背
景
に
、
感

情
を
素
直
に
表
し
、
日
本
の

文
化
を
受
け
入
れ
る
台
湾
の

国
民
性
が
あ
る
と
説
い
た
。

　
川
村
氏
は
「
村
上
文
学
は

翻
訳
が
あ
っ
て
こ
そ
世
界
文

学
に
な
っ
た
が
逐
語
訳
・
直

訳
は
似
合
わ
な
い
。
韓
国
で

は
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
を

『
喪
失
の
時
代
』
と
い
う
タ

イ
ト
ル
に
す
る
と
爆
発
的
ヒ

ッ
ト
と
な
っ
た
。
翻
訳
者
は

彼
の
文
章
を
訳
し
や
す
い
と

言
う
が
、
翻
訳
不
能
な
言
葉

も
出
て
く
る
」
と
指
摘
、
原

作
の
今
日
性
を
際
立
た
せ
る

「
翻
案
の
手
法
が
彼
の
作
品

に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
講
演
後
、
高
橋
龍
夫
文
学

部
教
授
の
進
行
で
両
氏
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、「
村
上
春
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
」
の
活
動
状
況
や
、
数

年
来
、
村
上
氏
が
最
有
力
と

言
わ
れ
る
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

の
予
想
に
も
話
が
及
ん
だ
。

　
人
文
科
学
研
究
所
は
２
０

１
４
年
秋
に
も
翻
訳
者
で
あ

る
米
国
の
ジ
ェ
イ
・
ル
ー
ビ

ン
氏
を
迎
え
、
村
上
作
品
を

め
ぐ
る
講
演
会
を
開
い
た
。

世界で読まれる村上春樹

 日台の研究者が語る 人
文
科
学
研
究
所
　
公
開
講
演
会

今村法律研究室が映画上映と講演会

▶
　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
展
示


